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(3) 数量化 I 頬モデ、ルによるシミュレーションにより空家率を検討した結果、家賃や立地特性の改善により空家率
を下げる可能性を指摘している。
凶) 住民による住環境評価の実態と立地特性の関係を考察すると共に、多変量解析により団地の人気度に影響する
各要素の重要度や団地の立地特性ならびに居住者の属性による影響の差異を指摘している。
(5) I都市型」と「郊外型」という二つの団地の立地タイプや「建替え」と「改修j の場合などに分けて公的集合
住宅団地の住環境を向上させる整備策の提案を行っている。
以上のように、本論文は現在の大阪府住宅供給公社団地の魅力や問題ならびに住民が住環境に関する評価を明らか
にする過程において、今後の公的集合住宅団地を再生する際の方向性を示唆したものとなっている。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
